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本庁組織再編、緊急財政対策(施設・補助金等)問題（第２弾）＝｢いのち輝くマグネット｣にも矛盾

商工労働局から「労働」軽視の「経済」局への名称変更に反対！

連携した施策推進からの大転換？保健医療と福祉の分割に異議あり！

●｢いのち(生活)｣を守る為の雇用・労働施策の後退につながる労働Ｃ見直し、人材育成支援Ｃ廃止反対！

●｢経済のエンジンを回す｣に逆行する産業技術Ｃ見直し、(財)科学技術ｱｶﾃﾞﾐｰ補助金見直しに異議あり！

●保健福祉事務所の解体？高齢者・障がい者の保健医療・福祉の連携は必要不可欠！連携の視点無き再編は、｢いのち輝く｣にも矛盾！

(1)新しい｢経済のエンジン｣を回せば、雇用・労働問題の発生は不可避！

労働分野のセーフティーネットの充実も不可欠！

再生可能エネルギーなどの新たな産業育成による｢経済のエンジン｣推進は賛同するが、｢経済｣局に再編＝名は体を表す＝｢労働｣の局名称からの削除で、労働行政の軽視・後退は必至！　｢いのち(生活)輝く｣と矛盾する誰の為の｢経済のエンジン｣か？　この推進の人的資源である働く県民に対する政策の軽視＝労働行政の後退は許されません。

①労働センターの見直し(H22年に再編実施済)反対！ 

新しい産業分野の拡大は、必ず新たな労働問題の発生源となっており、労働におけるセーフティーネットして、労働センターは労使紛争の未然防止、解決促進のための労働相談・労働教育・労務改善等の事業を推進し、国等からも高い評価を受けています。

新しい産業分野であるＩＴ産業、福祉介護業界などは、新しい雇用創出の推進力である一方、新しい労働問題の発生源となってきていることから、これは不可避であることから、セーフティーネットである労働行政の軽視・後退はありえません。

②人材育成支援センター廃止に反対、存続を！

産業技術短大・職業技術校とともに職業能力開発を推進してきた人材育成支援センターは、民間との｢人材育成支援ネットワーク｣との連携により、雇用対策としての民間活力による委託訓練事業や、市町村支援も含めて、個人の能力開発相談・求職支援講座など求職者キャリア支援事業を実施し、多くの実績と高い評価を受けています。

また、｢経済のエンジンを回す｣にも貢献するオーダー型などの在職者訓練などの中小企業人材育成事業においても、県内の多くの中小企業から評価され、中小企業の活性化にも貢献している職業能力開発施設の廃止は断じて認められません。

(2)｢経済のエンジンを回す｣に逆行する産業技術研究機関・団体の見直しに異議あり！

①産業技術センター独法化は、過去の検討の中で直営

による機能充実の経過を無視！
県職員身分の喪失・変更も大問題！

県内中小企業を中心とする産業界から、技術開発パートナーとして厚い信頼と高い評価を得ている産業技術センターの独法化は、｢経済のエンジンを回す政策を推進する｣重要な役割も持つセクションであるにもかかわらず、市町村では困難な、産業技術面からの中小企業振興について県が直接、積極的に関わっていくことを放棄することになり、安易な独法化議論は職員身分の変更なども含め、現場の混乱と機能低下をもたらす恐れがあります。

②神奈川科学技術アカデミー(KAST)の補助金見直しは、
｢経済のエンジン｣の放棄！？

産学公連携機関として、先端的かつ高度な科学技術分野における研究、人材育成、中小企業の研究開発等で、地域経済の活性化などに貢献しているKASTは、｢光触媒｣発見でノーベル賞候補者の前理事長藤嶋昭氏を、現在でもKASTの｢光触媒｣グループの重点研究室長として擁するなど、｢経済のエンジン｣を支える重要な役割を担っており、補助金削減はその役割を大きく阻害するものです。

(3)保健医療行政と福祉行政の分割に異議あり！
①保健医療と福祉の連携した施策推進から大転換？

保健医療行政と福祉行政の分離・分割は、県では保健福祉事務所、保健福祉部(局)として両者の組織を統合し、進めてきた両者の連携した施策推進から転換することになりますが、社会福祉法では福祉サービスの提供の原則として、福祉サービスと保健医療サービスその他の関連するサービスと有機的に連携し、総合的に提供するとされており、神奈川県はこの路線の大転換を図るのか？
②医療重視と福祉との連携は矛盾せず、必要不可欠！
児童虐待、生活保護、障害者福祉、高齢者福祉のどれも保健医療とは連携が必要で、特に障がい者を対象とした場合、保健医療と福祉が合体していた方が機能的といえます。
③再編の目的とされる局のスリム化？による分離と、施策の効果的推進は矛盾する

3年前の県立病院の独法化により、組織のスリム化は果たしており、意思決定のスピード化も問題視する状況とは思われず、現場の出先機関では保健福祉事務所の見直しは提起されていない？など、現場レベルでは今回の再編の目的が理解できず、場当たり的ではないかとのそしりを免れません。
組織改編に思う
～～～組合員の投稿編～～～
また、今年も恒例行事の組織改編です！

今回は知事の重点政策に対応させる形で「医療局」「経済局」を設置することなどが主な内容ですが、一般の職員の受け止めとしては、また思いつきでやるんですか!?っていう感じではないでしょうか。

そこで、何が問題なのかなとつらつらと考えてみると…
まず一般論として、

１　理念が感じられない！

　　県政全体を見回して、中長期的なビジョンを描きながら、ではどういう組織にしようかと考えたとき、そこには基本的な理念、コンセプト、戦略といったものがあるのでは？　何か、トップの思いつきに付き合って、おもねってるとしか見えないんですよね。ダメだよ、茶坊主になっちゃ！　行政として、近視眼的な対応を考えるのではなく、今後の行く先を見通して考えないとねえ。いや、そんなこと考えてるよとおっしゃるなら、はっきり教えてよって感じなんですけど。

　P.S. 理念や基本的考え方が感じられないのは何もこの件だけでなく、わが社の仕事の進め方全般がそうですけどね。基本理念がないというのが職場風土なんですよね。

２　職員に何の事前の投げ掛けもなく、突然トップダウンで「こうやる！」

　　これまた、最近の常套手段ですが、ある日突然「こうやる！」って職員に伝えられる。職員としては「はあ、そうなんですか」って、理念がないこととも相まって、「おう、そうなるんだ！」「よし、それなら！」っていうような思い入れができないんですよね。仏作って魂入れず、いや仏ですらないか。で、組織改編のことじゃないけど、緊急財政対策を対外的に説明するに当たって、「全職員が一枚岩になれ」という訓示？をどなたかが宣われたとかどうとかいう話が伝わってきたりしていますが、ちゃんとした説明もなくて（大体、緊急財政対策って、何か「おう、こうするんだ！」って納得できる対策が書いてありましたっけ？）、一枚岩になれって言ってもねえ、身体そんなに硬くないし…。何か軍隊みたいって漏らしている人もいました。モチベーションの下げ方だけは良く知ってるよね。

３　毎年繰り返し、かえってマンネリ！
　　人心一新効果全くなし！

　　組織改編って、仕切り直しをすることによって、気分を一新し、新たな気持ちで仕事に臨めるようにするっていうことも実施効果の中には込められていると思うんですけど、こう毎年毎年やられると、さすがにウンザリ、またですかって感じ。あっちへコロコロ、こっちへコロコロ、猫の目組織で何だかわかんなくなっちゃたりして。どちらにしても、「あ～あ」ってため息が職場に充満して、火つけたら爆発したりして…。

４　また引越しですか!?　時間・労力・コストの無駄遣い！

ロジ的に言えば、度重なる変更や引っ越し作業などをまたやるのかって、やはりここでもため息です。時間、労力、コストの無駄遣いじゃないのかなあって、モンモンとしてしまうわけです。３月末、４月当初のことを考えると、メンドー！って気分になってしまうのは致し方ないですよね。

今回特有の問題点は？

１　福祉の切捨て!?

　　保健部門は「医療局」として独立させ、福祉部門は県民局とくっつけるそうですけど、何か福祉を切り捨ててる印象がありありって感じです。トップが目玉でやりたい医療分野は特出しで、福祉は何かその他マターで吹き溜まっている県民局に入れちゃえって、安易じゃね？　県有施設、補助金の見直しも相まって、福祉の現場では見捨てられるっていう思いが充満しつつあるような気がします。保健と福祉をつけて、一体的に取り組むってことだったんじゃないんですかね？　よく分からないです。

２　労働部門の切捨て!?

　　今は、「商工労働局」として、産業部門と労働部門が相並んでいますが、今度は「商工労働局」は「経済局」になって、局名から「労働」がなくなります。「労働」なんて、産業の影の部分だから、オマケでいいんだという感じですか？　まあ、組合に対する挑戦状って言うか、オマエらなんて、その程度しか考えてないよ、っていうことなんでしょう。経済のためには労働なんてどうでもいいと考えているんだと受け取らせていただきます。でも経済のエンジンを回すのは下で支えている労働者だと思うんですけどねえ。

　いや、産業が回っていけば、労働者にもその恩恵がもたらされるでしょ、って、え、本当ですか？　これまでの例を見ると違うような気がしますけど…。

３　財政部門はまた総務に出戻り

　　これは問題点というより、財政部門を政策に入れたのは結局何だったのかって疑問に思ったので、挙げました。予算と政策を連動させるとか言って、結局サマーレビューで苦労しても、予算は別だよんって、何なのかなあ？　サマーレビューって壮大なムダ？こういう仕事ばっかりしている人がけっこういたりして、困りものです。

今回の組織改編は結局はトップの興味・関心におもねるもの？　もちろん、トップは県民の信託を受け、代表者として手腕を振るう立場にいるのですから、トップの意思を尊重するのは当然ですが、それにしても職員には納得感がほとんどないですよね。そのうち温暖化も興味ないから、環境も切り捨てかな？　すでに緊急財政対策の県有施設の見直しで環境科学センターも廃止方向で検討とあるし、経済のエンジンを回すためにはアセスも邪魔みたいだし…。以上、とりとめもない一組合員の雑感でした。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































